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１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

社会教育指導員設置事業 生涯学習課

21,359     21,319     19,033     

① 市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。

市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区公民館との連携を強化することによって、地
域での公民館活動を支援します。

市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

410         630         

成人式開催事業 生涯学習課

1,199       1,179       1,238       

　高齢者大学の講座を市内全域で実施することによって、高齢者の社会参加と生きがいづくりに
貢献するとともに、その知識や経験を活かした地域活動を推進する。

中央公民館管理運営事業 生涯学習課

39,928     39,930     38,969     改善・効率化

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

京丹後市子どもの読書活
動第二次推進計画

本市の将来を担う子どもたちが、今後も更に本に親しみ、生涯に
わたる読書習慣を身に付けることができるように、子どもの読書活
動を総合的かつ計画的に推進するために策定

平成26年6月

重点目標

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

5 生涯にわたる豊かな学びを支援します

平成26年度～
平成30年度

担当課長
生涯学習課 引野　雅文

事務の改善

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互
のネットワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元すること
のできる環境づくりを進めます。

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1．生涯学習の体制づくり 決算額 （単位：千円）

H31予算額
主な取り組み

H29決算額 H30決算額

社会教育委員設置事業 生涯学習課

547         　社会教育委員を設置し、社会教育行政全般について調査･研究及び審議し、答申及び建議を
行うことによって、市民の声を反映した社会教育事業を推進する。

改善・効率化　生涯学習課及び各地域公民館に社会教育指導員を設置し、社会教育の推進体制を整備すると
ともに、事業を積極的に展開することにより社会教育活動の充実を図る。

現状維持

青少年教育事業 生涯学習課

2,392       1,900       1,700       現状維持

　人生の節目としての式典を開催することによって、成人になったことの自覚を促すとともに、今後
自らの人生を生き抜こうとする新成人を祝い激励する。

高齢者教育事業 生涯学習課

2,481       2,489       2,850       現状維持

　将来を担う青少年の健やかな成長を支援するため、体験活動やさまざまな地域活動への参加を
促進することによって、心豊かな人間の基礎づくりを推進する。

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

２．人権教育の推進

①人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と
認識を高める活動を推進します。
②さまざまな人権問題について正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での
学習機会の充実と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための
学習機会の提供に努めます。

３．文化芸術活動の推進

①市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館を拠点として、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実し
ます。
②関係機関及び団体と連携し、地域の特色を活かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的な
文化芸術活動を支援します。

 【参考】施策に関連するその他の計画

１．生涯学習の体制づくり

①市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。
②市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区
公民館との連携を強化することによって、地域での公民館活動を支援します。
③市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

４．社会教育施設の整備充実

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環
境整備を進めます。
②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討しま
す。

　地域住民の学習及び交流活動の拠点として設置されている地区（自治）公民館活動を支援し、
地区の活性化を推進する

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

16

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

17

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

18

19

20

21

22
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1,268       改善・効率化　人権学習や地域の生涯学習・コミュニティ活動の拠点としての機能を確保するため、施設の維持
管理を行うとともに、利用の促進を図る。

① 市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館を拠点として、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実します。

② 関係機関及び団体と連携し、地域の特色を活かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的な文化芸術活動を支援します。

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環境整備を進めます。

②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討します。

15,341     15,304     改善・効率化

３．文化芸術活動の推進 決算額 （単位：千円）

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

４．社会教育施設の整備充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み

32,590     33,475     現状維持

　地域公民館長の配置に係る経費や公民館職員の研修に係る経費及び公用車の維持管理経
費、また、公民館行事に関する保険料などの一般経費。

社会教育総務一般経費 生涯学習課

2,014       2,718       426         現状維持　社会教育事業を円滑に実施するための事務経費のほか、女性教育活動団体に対し、その活動
を支援するための補助金を交付し生涯学習の振興を図る。

図書館管理運営事業 生涯学習課

48,630     48,650     74,959     現状維持　生涯学習の拠点として資料の収集、整理、保存、提供を行うことで市民の読書、調査研究等の
要求に応えるとともに、各種行事等により幅広い年代の利用者拡大を図る。

久美浜地域公民館管理運営事業 生涯学習課

1,492       1,336       611         現状維持　久美浜地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運
営、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

弥栄地域公民館管理運営事業 生涯学習課

　弥栄地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

18,462     9,022       7,295       現状維持

835         現状維持　丹後地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

網野地域公民館管理運営事業 生涯学習課

427         471         414         現状維持

　林業及び農山村地域の振興とあわせて、工芸品づくりやスポーツ活動による高齢者の介護予
防、生きがいづくり及び健康づくりを推進し、生活文化の向上を図る。

現状維持

網野教育会館管理運営事業 生涯学習課

1,218       1,224       

211         246         

① 人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と認識を高める活動を推進します。

さまざまな人権問題について正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での学習機会の充実と促進を図るとともに、関係機
関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

大宮地域公民館管理運営事業 生涯学習課

572         260         193         現状維持　大宮地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

　峰山地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

公民館一般経費 生涯学習課

15,102     

２．人権教育の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

人権教育事業 生涯学習課
224         

芸術文化事業 生涯学習課

32,050     

4,414       4,699       改善・効率化

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

　地域住民への学習及びコミュニティ活動の拠点として地区公民館施設を設置し、生活基盤を支
える地区の活性化を目指した活動を支援する。

地区公民館管理運営事業 生涯学習課

4,668       

7,550       7,456       7,759       現状維持

峰山いさなご施設管理運営事業 生涯学習課

15,466     14,965     

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

　大宮ふれあい工房（陶芸・染色体験施設）、ふれあいスポーツ広場等を管理運営することで、市
民の交流及び健康づくりの場を提供し、生涯学習の推進を図る。

生涯学習課

14,617     

1,171       1,190       1,199       改善・効率化　地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点としての機能を確保するため、施設の維持管理を
行うとともに、利用の促進を図る。

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業【繰越】 生涯学習課

-             4,805       -             終了・廃止　大宮ふれあい工房「あそびの広場」内に設置した遊具の修繕を実施し、利用者の安全を確保す
るとともに環境整備に努めた。

たちばな会館管理運営事業 生涯学習課

　市民の豊かな心を育み、生きがいのある生活を送ることができるよう芸術・文化を育て、ゆとりと
潤いのある社会づくりを推進する。

事務の改善

　人権が尊重され、誰もが自分らしく生きることができる社会の実現に向け、あらゆる人権問題に
ついての正しい理解と認識を深め、人権尊重の精神の涵養を図る。

現状維持

評価を踏まえた
今後の方向性

峰山地域公民館管理運営事業 生涯学習課

8,402       9,472       9,469       現状維持

　網野地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営、
地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

丹後地域公民館管理運営事業 生涯学習課

7,264       6,308       
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24

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

丹後地域公民館耐震診断事業【再編交付金活用事業】 生涯学習課

-             3,514       -             終了・廃止　生涯学習及びコミュニティ活動の拠点施設としての耐震性能を確認するため、耐震診断業務を
実施した。

3
　関係団体等と連携し、優れた芸術・文化の鑑賞機会の提供、地域の特色を活かした芸術・文化
活動を実施並びに支援するとともに、文化活動を支える人材育成を地道に取り組む。

4
　必要な修繕の実施を行うなど、利用者が安心・安全に利用できる環境を整備し、併せて利便性
の向上を図るとともに、「公共施設見直し計画」等に基づく施設の見直しを検討、推進する。

施策展開の考え方

1
　中央公民館体制の再構築の下、公民館体制及び新たな地域コミュニティの在り方について、関
係機関等との協議等を進める必要がある。併せて生涯学習社会の中核的施設となる図書館整備
を検討するとともに、利用者が主役となる図書館活動を展開する。

2
　講演会の参加者が固定化傾向にあるため、講演の内容について、同和問題など継続的な課題
はあるものの、インターネットによる人権侵害や自己実現、幸福追求など新たな人権課題にも目を
向けながら、幅広く人権について考える機会を提供していく。

◎

▲

《青少年の体験活動事業数》
　 地域公民館等の事業のほか、京都府や府内大学などの関係機関と連携し事業を実施している。効率的な事業運
営の観点から複数の地域公民館が合同で実施する講座もあるため事業数としてはほぼ横ばいである。今後も社会
教育団体や学校、地域と連携・協力をしながら学習機会を提供する。

《趣味・教養講座数》
　市民の自発的な学習を支援し継続的な学習活動を促進することができた。講演会や講座などの学習機会と情報
の提供を行うことで、今後も市民生活の向上を図る。

《地域課題学習講座数》
　 各町の公民館連絡協議会を中心に地域の現状把握や課題共有に努め講座が行われているが、今後も社会の変
化に対応し学習していく必要がある。また、地域の社会教育や地域活動を推進する拠点である地区公民館の中に
は担い手不足等の課題を抱えている公民館もあり、地区、公民館、行政が、ともに実態に応じた地域コミュニティの
あり方について考える必要がある。

《高齢者大学の参加者数》
　 高齢者大学の運営は定着しつつあるが、教養講座といえども自己完結型で終わるのではなく身につけた学びを
地域活動や若い世代に伝えるなど、学びの循環が必要。退職によるライフスタイルの変化や、情報化、加齢に伴う
心身の衰えや介護問題など、学習者によって抱える課題が多様化しており、より一層のニーズの把握と、対象者へ
の周知が必要である。

《人権学習会の参加者数》
　 インターネット社会における人権の尊重、外国人の人権問題など、身近な生活の場で直面する課題においても日
常生活の習慣として身につけ実践することができるよう学習機会の内容や方法の工夫改善に努める。

《図書の年間貸出冊数（市民１人当たり）》
　 住民一人当たりの貸出数は少し増加し、行事等の開催、企画展示の実施などにより、多様な学習機会の提供に
寄与した。しかし、利用者数・貸出点数をみると増加しているとは言えず、今後更に図書館に関心を持ち利用につな
がるよう、運営・事業開催等工夫が必要。また、図書館整備の中で、資料の貸出しに留まることなく、市民の求める居
場所としての空間づくりも検討していく必要がある。

《文化協会加盟サークル数》
　 各加盟団体が実施の教室や大会、市協会が実施の総合文化祭を通じて、市民のかたへ芸術鑑賞機会を提供す
ることができた。今後も、市民が文化力を高め、加盟サークル数増加にもつながるよう協会を支援していく。
　

○

▲

区分 No. 具　体　的　内　容

H25 55 H30 60

53 H30

1,000

×

231,769   231,675   

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互のネット
ワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元することのできる環境づくりを
進めます。

主な目標指標

目標指標 単位

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

R6

35 R6

地域課題学習講座数 事業 2 H25 10 H30 10 R6

趣味・教養講座数 事業 29 H25

計

計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

青少年の体験活動事業数

237,537   

事業 42

R6

人権学習会の参加者数 人 820 H25 H30 1,200 R6

高齢者大学の参加者数 人 789 H25 824 H30

1,297

R6

文化協会加盟サークル数 団体 170 H25 H30 200 R6

図書の年間貸出冊数（市民１人当たり） 冊 5.2 H25 H30 7.05.14

157

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 
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